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 袰  月 海岸　
ほろ づき

 高  野  崎 に待ちわびた観光シーズン到来！
たか の さき

　津軽半島の北端、津軽国定公園袰月海岸に観光シーズンがやってきました。

　晴れた日には北海道や下北半島を見渡すことができる「高野崎」。ダイナミック

な景観と磯の香りが出迎えてくれます。



２　あおもり 　

　

本
会
は
二
月
二
十
一
日
の
定
期

総
会
に
先
立
ち
、
二
月
四
日
、
青

森
市
の
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
、

平
成
二
十
三
年
第
一
回
理
事
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
、
逢
坂
会

長
ほ
か
役
員
町
村
長
九
人
。

　

理
事
会
で
は
、
二
十
三
年
度
事

業
計
画
な
ど
の
議
案
四
件
及
び
、

定
期
総
会
次
第
な
ど
の
協
議
事
項

六
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し
、

事
業
計
画
及
び
予
算
案
は
二
月
二

十
一
日
開
催
の
本
会
定
期
総
会
に

提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

議
案
及
び
協
議
事
項
は
次
の
と

お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
三
年

度
青
森
県
町
村
会
事
業
計
画
案

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
三
年

度
青
森
県
町
村
会
会
費
案

○
議
案
第
三
号　

平
成
二
十
三
年

度
青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
予
算

案○
議
案
第
四
号　

青
森
県
町
村
会

常
務
理
事
及
び
職
員
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程
案

協
議
事
項

○
協
議
事
項
１　

平
成
二
十
三
年

第
一
回
青
森
県
町
村
会
定
期
総
会

次
第
案
並
び
に
案
件
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
２　

決
議
案
に
つ
い

て○
協
議
事
項
３　

平
成
二
十
四
年

度
予
算
編
成
及
び
施
策
に
関
す
る

要
望
運
動
案
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
４　

町
村
長
の
健
康

管
理
研
修
案
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
５　

北
東
北
三
県
町

村
長
中
央
交
流
会
案
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
６　

平
成
二
十
三
年

の
町
村
会
会
長
等
の
選
任
に
つ
い

て第
一
回
自
治
協
、生
協
支
部
委
員
会

　

理
事
会
終
了
後
、引
き
続
き
、全

国
自
治
協
会
県
災
害
共
済
支
部
並

び
に
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組

合
県
支
部
は
委
員
会
を
開
催
し
、

二
十
三
年
度
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
原

案
ど
お
り
承
認
、決
定
し
、本
会
定

期
総
会
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

議
案
は
次
の
と
お
り
。

平
成
23
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
審
議

理
事
会
・
支
部
委
員
会

　

本
会
は
、
去
る
三
月
十
一
日
に

発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
る
災
害
に
対
処
す
る
と
と

も
に
、
今
後
更
に
拡
大
す
る
と
思

わ
れ
る
産
業
・
経
済
へ
の
影
響
等

を
踏
ま
え
、
町
村
が
行
う
復
旧
対

策
等
を
支
援
す
る
た
め
、
逢
坂
会

長
を
本
部
長
と
す
る
「
青
森
県
町

村
会
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災

害
対
策
本
部
」
を
、
三
月
十
四
日

付
け
で
設
置
し
た
。

　

対
策
本
部
の
設
置
に
伴
い
、
本

会
で
は
県
内
各
町
村
か
ら
災
害
復

旧
に
関
す
る
要
望
内
容
を
取
り
ま

と
め
、
三
月
十
五
日
、
逢
坂
会
長

が
三
村
知
事
に
対
し
、
避
難
住
民

▲逢坂会長が町村の災害復旧に関する課題等を三村知事に説明

本
会
災
害
対
策
本
部

を
設
置

町
村
の
課
題
を

知
事
に
説
明

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
係
る

対
策
本
部
を
設
置

知
事
に
災
害
復
旧
に
関
す
る
課
題
を
説
明

県
内
被
災
者
へ
義
援
金
を
寄
付
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議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
三
年

度
全
国
自
治
協
会
青
森
県
災
害
共

済
支
部
会
計
予
算
案

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
三
年

度
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

青
森
県
支
部
会
計
予
算
案

○
議
案
第
三
号　

平
成
二
十
二
年

度
全
国
自
治
協
会
青
森
県
災
害
共

済
支
部
会
計
補
正
予
算
（
補
正
第

二
号
）
案

○
議
案
第
四
号　

平
成
二
十
二
年

度
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

青
森
県
支
部
会
計
補
正
予
算
（
補

正
第
二
号
）
案

　

年
度
予
算
な
ど
決
定

２３
総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
は
、

二
月
二
十
一
日
、
青
森
市
の
ラ
・

プ
ラ
ス
青
い
森
で
平
成
二
十
三
年

第
一
回
議
会
定
例
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
、
逢
坂
管
理
者
ほ
か
、

議
員
等
九
市
町
村
長
。

　

定
例
会
で
は
逢
坂
管
理
者
が
、

三
件
の
議
案
と
一
件
の
報
告
事
項

の
提
案
理
由
を
説
明
し
、
そ
れ
ぞ

れ
審
議
し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り

承
認
、
決
定
し
た
。

　

議
案
・
報
告
は
次
の
と
お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
三
年

度
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

一
般
会
計
予
算
案
＝
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

八
億
五
千
二
百
九
万
千
円
と
す
る
。

○
議
案
第
二
号　

青
森
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
職
員
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
＝
管
理
職
手
当
の
支

給
額
を
減
じ
る
特
例
措
置
を
、
一

年
間
延
長
す
る
た
め
。

○
議
案
第
三
号　

監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
の
件

＝
監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

古
川
六
ヶ
所
村
長
を
選
任
し
た
。

○
報
告
第
一
号　

専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件（（
平
成
二
十
二
年
専
決
第
五

号
）
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
＝
県

の
給
与
改
定
に
準
じ
、
職
員
の
給

料
月
額
並
び
に
通
勤
手
当
、
期
末

手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
額
を
改
定

し
、
並
び
に
特
別
急
行
列
車
等
に

係
る
通
勤
手
当
の
支
給
対
象
職
員

の
範
囲
を
拡
大
す
る
た
め
。

へ
の
支
援
や
燃
料
の
確
保
な
ど
当

面
の
課
題
や
、
農
林
水
産
物
の
生

産
、
流
通
へ
の
対
応
や
防
災
関
係

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
今
後
の
課

題
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

本
会
か
ら
の
説
明
に
対
し
三
村

知
事
は
、
地
域
県
民
局
を
通
じ
て

町
村
の
現
状
把
握
に
努
め
、
国
に

対
し
働
き
か
け
て
い
く
等
と
述
べ

た
。

　

本
会
で
は
、
こ
の
た
び
の
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
県
内
の
方
々
へ
義
援
金
を

寄
付
す
る
こ
と
と
し
、
三
月
二
十

四
日
、
逢
坂
会
長
が
蝦
名
副
知
事

を
訪
ね
、
義
援
金
と
し
て
百
万
円

を
贈
呈
し
た
。

県
内
被
災
者
へ

義
援
金
を
寄
付▲蝦名副知事に義援金を贈呈

平成２３年東北地方太平洋沖地震に係る
災害復旧に関する主な説明事項

１　当面の課題
　（１）避難住民への支援：健康面の配慮、避難生活のための物資の支給
　（２）燃料の確保：公務遂行及び農林水産業等への影響の軽減
　（３）生活関連物資の確保：薬剤、食料等の確保
　（４）復旧作業への支援：ゴミ撤去等に係る人員・機材等の援助及び処

分場の確保

２　今後の課題
　（１）農林水産物の生産、流通への対応
　（２）防災関係インフラの整備
　（３）荷捌施設、漁船、漁具等の消失に係る助成

３　その他
　（１）住宅等の再所得のための資金援助
　（２）水没した被災地域の誘致企業への復旧等の支援
　（３）大津波被害が予測される地域の住宅移転支援策の支援
　（４）情報管理体制の充実

本会災害対策本部組織
本　部　長　　逢　坂　雄　一（会長）
副本部長　　吉　田　　　豊
　　　　　　（副会長、産業経済副委員長）
副本部長　　舘　岡　一　郎
　　　　　　（副会長、産業経済委員長）
本　部　員　　越　善　靖　夫
　　　　　　（総務厚生委員長）
本　部　員　　小　鹿　正　義
　　　　　　（総務厚生副委員長）
本　部　員　　古　川　健　治
　　　　　　（総務厚生副委員長）
本　部　員　　小　野　俊　逸
　　　　　　（産業経済副委員長）
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金
で
の
町
村
へ
の
配
慮
等
引
き
続

き
、
国
へ
求
め
て
い
く
。
こ
れ
か

ら
も
力
を
合
わ
せ
、
地
域
の
個
性

を
最
大
限
に
発
揮
し
な
が
ら
独
自

の
施
策
を
展
開
し
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
「
こ
の
町
や
村
に
住
ん
で

良
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
町
村

の
実
現
の
た
め
に
、
邁
進
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

　

表
彰
で
は
、
全
国
町
村
会
表
彰

と
し
て
、
優
良
町
村
の
蓬
田
村
並

び
に
中
野
鶴
田
町
長
、
工
藤
南
部

町
長
、
古
川
六
ヶ
所
村
長
、
蝦
名

平
内
副
町
長
ほ
か
、
一
般
職
員
百

八
十
四
名
の
自
治
功
労
者
に
表
彰

状
と
記
念
品
を
伝
達
し
た
。
ま
た
、

県
町
村
会
表
彰
と
し
て
、
一
般
職

員
八
十
八
名
の
自
治
功
労
者
に
表

彰
状
と
記
念
品
を
授
与
し
た
。

　

最
後
に
、
被
表
彰
者
を
代
表
し

て
蓬
田
村
の
古
川
村
長
が
謝
辞
を

述
べ
た
。

地
方
交
付
税
総
額
の
復
元
増
額
・
地
域
主
権
改
革
の
推
進
な
ど
決
議

　
　

永
年
の
功
績
を
称
え
て
全
国
・
県
表
彰

　

本
会
は
二
月
二
十
一
日
、
青
森

市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
定
期
総

会
を
開
催
し
、
平
成
二
十
三
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
な
ど
を
決
定

し
た
ほ
か
、
地
方
交
付
税
総
額
の

復
元
・
増
額
な
ど
十
項
目
の
決
議

を
採
択
し
た
。
ま
た
議
事
に
先
立

ち
、
全
国
町
村
会
表
彰
の
伝
達
及

び
青
森
県
町
村
会
表
彰
と
し
て
自

治
功
労
者
の
表
彰
を
行
っ
た
。

　

定
期
総
会
に
は
、
町
村
長
を
は

じ
め
来
賓
及
び
被
表
彰
者
な
ど
約

四
十
人
が
出
席
。
逢
坂
会
長
（
平

内
町
長
）
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

表
彰
を
行
っ
た
。

　

あ
い
さ
つ
の
中
で
、
逢
坂
会
長

は
「
二
十
三
年
度
の
政
府
予
算
案

で
は
、
地
方
交
付
税
が
地
域
活
性

化
・
雇
用
対
策
費
も
含
め
て
増
額

と
な
っ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
町

村
の
厳
し
い
財
政
状
況
は
今
後
も

続
く
。
町
村
が
自
主
的
・
主
体
的

な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
財
政
基
盤
の
強
化
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
地
方
交
付
税

の
安
定
的
な
交
付
や
、
一
括
交
付

青
森
県
町
村
会
定
期
総
会

▲定期総会には町村長をはじめ約４０人が出席

表表　
彰彰

　

優
良
町
村
、

　
　
　

自
治
功
労
者

▲来賓の三村知事はじめ、石沢県町村議会議長会
長、田辺県総務部長、佐藤県市町村振興課長
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表
彰
終
了
後
、
来
賓
の
三
村
知

事
が
祝
辞
を
述
べ
、
引
き
続
き
、

逢
坂
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
議
事

に
入
り
、
平
成
二
十
三
年
度
事
業

計
画
及
び
予
算
な
ど
議
案
三
件
に

つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
吉
田
副
会
長
（
六
戸
町

長
）
が
「
交
付
税
率
を
引
き
上
げ

る
と
と
も
に
、
三
位
一
体
改
革
に

お
い
て
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
地
方

交
付
税
総
額
を
復
元
・
増
額
す
る

こ
と
」
な
ど
十
項
目
の
決
議
を
朗

読
し
、
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

　

な
お
、
決
議
の
実
行
運
動
の
方

法
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
に
一
任

す
る
こ
と
と
し
た
。

　

議
案
及
び
議
決
の
内
容
は
次
の

と
お
り
。

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
三
年

度
青
森
県
町
村
会
事
業
計
画
案

（
抜
粋
）＝
昨
今
の
町
村
を
取
り
ま

く
環
境
は
、
急
速
に
進
展
す
る
過

疎
化
、
少
子
高
齢
化
や
経
済
不
況

が
続
く
中
で
、
地
域
経
済
の
活
力

低
下
と
い
う
極
め
て
厳
し
い
状
況

下
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
町
村
が
自
己
決

定
・
自
己
責
任
の
原
則
に
基
づ
い

た
多
様
で
個
性
的
な
地
域
社
会
を

目
指
す
に
は
、財
政
基
盤
の
充
実
・

強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
十
三
年
度

の
会
務
運
営
は
、
県
、
全
国
町
村

会
及
び
関
係
団
体
と
連
携
を
緊
密

に
し
て
、
町
村
自
治
確
立
の
た
め
、

町
村
財
政
基
盤
の
強
化
な
ど
町
村

が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け

た
政
務
活
動
を
、
県
内
町
村
の
創

意
と
英
知
を
集
結
し
な
が
ら
積
極

的
に
行
う
。
ま
た
、
本
会
の
主
要

事
業
で
あ
る
町
村
長
の
健
康
維
持

増
進
の
た
め
の
健
康
管
理
事
業
を

は
じ
め
、
町
村
長
並
び
に
町
村
職

員
の
研
修
、
表
彰
、
町
村
職
員
採

用
試
験
、
法
令
外
負
担
金
の
規
制
、

会
報
活
動
等
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

効
果
的
・
効
率
的
に
実
施
し
て
い

く
。
さ
ら
に
、
共
済
関
係
八
事
業

に
つ
い
て
は
、
公
有
財
産
の
保
全
、

町
村
職
員
の
生
活
安
定
を
図
る
立

場
か
ら
、
市
町
村
に
対
し
て
、
加

入
・
継
続
を
積
極
的
に
推
進
し
、

も
っ
て
町
村
の
振
興
発
展
と
活
力

あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
し

て
い
く
も
の
と
す
る
。

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
三
年

度
青
森
県
町
村
会
会
費
案
＝
会
費

総
額
は
、
六
百
五
十
八
万
七
千
円

と
す
る
。

○
議
案
第
三
号　

平
成
二
十
三
年

▲逢坂会長があいさつを述べる

度
青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
予
算

案
＝
収
入
支
出
予
算
総
額
を
、
収

入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
七
百
六
十

二
万
二
千
円
（
対
前
年
度
比
千
二

百
九
万
九
千
円
、
六
・
二
％
増
）

と
す
る
。

▲来賓の三村知事が祝辞を述べる

▲決議文を読み上げる吉田副会長

決　　　議
　町村は、過疎化、少子高齢化の進行、経済不況が続く中で地域経済の活力の低下、雇用情勢の急速な悪化な
ど、極めて厳しい環境下にある。
　しかしながら、住民に最も身近な町村が、将来にわたり自主的・主体的な地域づくりの推進などの重責を担
い続けていくためには、税源移譲と偏在性の少ない地方税体系を構築することや地方交付税の増額など、財政
基盤の充実・強化が不可欠である。
　また、町村は自己決定・自己責任の原則に基づき、創意・工夫に富んだ施策を展開し、住民が豊かさとゆと
りを実感できる多様で個性的な地域社会をつくる重要な使命を担っている。
　本日の定期総会にあたり、我々町村長は、直面する様々な課題に向けて、ここに決意を新たにして、次の事
項を決議し、その実現のために鋭意邁進するものである。

１　交付税率を引き上げるとともに、三位一体改革において大幅に削減された地方交付税総額を復元・増額す
ること
１　真の地域主権改革を強力に推進すること
１　一括交付金は地方の自主性を高め、財政力の弱い自治体に配慮した制度設計とすること
１　ＴＰＰ交渉への現状での参加に反対するとともに、農林漁業と農山漁村の再生を図ること
１　戸別所得補償・直接支払は、農林漁業の経営安定と食料・木材自給率向上との整合性並びに財源確保に留
意して実施するとともに、食の安全・安心の確保を図ること
１　東北新幹線全線開業効果の継続獲得を図ること
１　町村の道路や生活環境など社会基盤整備に係る公共事業費の必要額を確保するとともに、道路交通ネット
ワークの整備促進を図ること
１　厳しい雇用情勢の中、雇用・就業機会の創出のため、効果的な雇用対策を推進すること
１　少子高齢化の進行に対応した医療・保健・福祉施策を強力に推進するとともに、地域医療の確保・充実の
ため医師確保対策を推進すること
１　子ども手当にかかる必要な経費については、全額国庫負担とすること

議議　
事事

　

二
十
三
年
度
予
算
を

原
案
ど
お
り
決
定



６　あおもり 　

田
舎
館
村
＝
工
藤
修
市
、
稲
葉
明

志板
柳
町
＝
川
村
恵
二
、
鈴
木
清
孝
、

佐
藤
明
美
、
阿
部
良
雄
、
竹
内
真

希
子
、
工
藤
京
子
、
鳴
井
る
み
子
、

小
松
原
直
子
、
諏
訪
宰
子
、
野
宮

睦
子
、
小
山
秀
子

鶴
田
町
＝
神
忠
彦
、
工
藤
彰
敍
、

山
本
栄
、
工
藤
都
貴
子
、
白
川
浩

司
、
外
崎
泰
子
、
白
戸
う
め

中
泊
町
＝
熊
木
さ
と
み
、
大
川
哲

夫
、
外
﨑
良
造
、
竹
谷
覚
、
荒
木

あ
つ
子
、
加
藤
孝
典
、
五
十
嵐
浩

乃野
辺
地
町
＝
岩
崎
俊
晴
、
熊
谷
正

樹
、
橋
本
幸
子
、
杉
山
修
、
杉
山

悦
子
、
川
畑
浩
子

七
戸
町
＝
町
屋
健
彦
、
阿
部
康
江
、

簗
田
政
光
、
八
幡
博
光
、
檜
山
る

み
子
、
高
橋
敦
子

横
浜
町
＝
平
尾
良
信
、
柏
谷
健
児
、

前
田
芳
利

東
北
町
＝
小
林
茂
信
、
中
村
恵
一
、

沼
田
隆
憲
、
和
田
勝
彦
、
冨
岡
純

夫
、
沼
山
政
広
、
蓬
畑
裕
、
楢
崎

秀
俊
、
加
藤
郁
子
、
高
田
か
つ
え
、

佐
々
木
真
喜
子
、
乙
供
俊
彦
、
蛯

名
良
子
、
金
沢
明
子

お
い
ら
せ
町
＝
松
林
光
弘
、
澤
田

常
男

六
ケ
所
村
＝
佐
藤
健
、
黒
田
徹
、

佐
藤
照
光
、
沼
尾
槇
子
、
秋
田
雅

子
、
橋
本
大
策
、
村
松
由
美
子
、

大
関
貞
子
、
中
村
由
紀
子
、
滝
口

玲
子

大
間
町
＝
奈
良
宏
一
、
菊
池
憲
昭
、

小
鷹
秀
子
、
岩
本
泰
子
、
福
浦
栄

子
、
野
崎
尚
文
、
金
澤
圭
子
、
山

田
司
、
松
原
俊
逸
、
傳
法
正
広
、

寺
岡
耕
一

東
通
村
＝
中
村
ま
り
子
、
川
口
智

子
、
伊
東
公
子
、
川
端
義
秋
、
中

西
久
美
子
、
菊
池
英
雄
、
室
舘
真

澄風
間
浦
村
＝
平
野
豊
、
中
津
朝
子
、

坂
本
幸
喜

佐
井
村
＝
福
浦
岳
志
、
田
中
潔

三
戸
町
＝
似
鳥
博
保
、
和
田
恵
子
、

五
十
嵐
孝
一
、
大
清
水
ま
き
子
、

小
島
貢
、
伊
達
玉
江
、
山
本
由
起

優
良
町
村

　

東
津
軽
郡　
　
　

蓬　

田　

村

町
村
長（
三
期
以
上
任
期
毎
）

　

十
期　

鶴
田
町
長　

中
野　
 

司

　

四
期　

南
部
町
長　

工
藤　

祐
直

　

三
期　
六
ケ
所
村
長　

古
川　

健
治

副
町
村
長
・
収
入
役
・
教
育
長

（
在
職
十
二
年
以
上
）

　

平
内
町　

副
町
長　

蝦
名　

昭
彦

一
般
職
の
職
員（

在
職
三
十
年
以
上
）

平
内
町
＝
畑
井
伸
一
、
三
上
勝
則
、

浜
田
英
世
、
亀
田
敦
、
佐
々
木
悟
、

笹
原
日
出
人
、
福
田
正
千
代
、
西

谷
秀
子
、
柴
田
育
子

外
ヶ
浜
町
＝
青
松
久

鰺
ヶ
沢
町
＝
齋
藤
衛
、
工
藤
泉
、

長
谷
川
優
子
、
今
一
仁
、
長
谷
川

英
夫
、
川
浪
重
治

深
浦
町
＝
村
上
譲
、
秋
元
和
子
、

岩
谷
司
、
佐
藤
洋
一
、
七
戸
暁

藤
崎
町
＝
幸
田
紳
爾
、
佐
々
木
盛

男
、
五
十
嵐
晋
、
佐
々
木
克
治
、

藤
田
伸
、
久
保
田
整

大
鰐
町
＝
佐
々
木
志
郎
、
嘉
瀬
秀

一
、
山
口
博
之

子
、
居
ヶ
内
節
子
、
風
間
や
す
子

五
戸
町
＝
川
村
司
、
金
子
尚
弘
、

川
村
忠
、
夏
堀
悦
子
、
今
川
雅
博
、

小
渡
む
つ
子
、
松
坂
君
江
、
藤
村

裕
子
、
亀
山
力
、
岩
井
夏
子
、
川

﨑
和
子
、
角
濱
友
子
、
高
村
は
る

み
、
三
浦
え
り
子
、
宮
崎
久
美
子
、

大
久
保
淳

田
子
町
＝
青
木
憲
子
、
伊
藤
淳
、

岩
間
則
雄
、
堀
田
雄
、
白
板
真
由

美
、
佐
々
木
悦
子

南
部
町
＝
前
澤
和
男
、
川
村
正
則
、

赤
石
裕
之
、
岩
間
ま
え
子
、
佐
々

木
高
弘
、
佐
々
木
真
理
子
、
極
檀

藤
男
、
佐
々
木
大
、
澤
口
浩
実

階
上
町
＝
長
根
工
、
上
野
文
生

新
郷
村
＝
杉
村
勝
司
、
松
森
恵
理

子中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
＝
山
本

く
み
子
、
市
ノ
渡
祐
子
、
天
間
裕

子
、
蛯
名
英
明
、
谷
川
成
海
、
岩

清
水
敬
、
金
澤
伸
春

公
立
金
木
病
院
組
合
＝
秋
元
陽
子

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
＝
前
田

ひ
と
み
、
坪
孝
子
、
角
谷
百
合
子
、

柏
葉
修
、
平
尾
智
志
、
横
浜
宮
子

西
海
岸
衛
生
処
理
組
合
＝
吉
田
正

彦三
戸
地
区
塵
芥
処
理
事
務
組
合
＝

谷
地
美
津
弥

三
戸
郡
福
祉
事
務
組
合
＝
林
チ
ヱ

子
、
柞
木
田
智
子
、
佐
々
木
明
美

全
国
町
村
会
表
彰

優
良
町
村
・　　
　
　
　
　

自
治
功
労
者（
敬
称
略
）　

▲被表彰者を代表し古川蓬田村長（中央）が謝辞を述べる



７ 　あおもり 　

受賞おめでとうございます

広
が
り
ま
す
。
中
山
山
脈
か
ら
流

れ
る
四
本
の
川
の
豊
か
な
農
業
用

水
を
利
用
し
、「
上
磯
地
方
の
米

蔵
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ヤ
マ
セ
の
影
響
も
受
け
や
す

く
、
冷
害
が
村
を
襲
っ
た
こ
と
も

し
ば
し
ば
あ
り
、
農
家
に
大
き
な

爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陸
奥
湾
は
穏
や
か
で
養

殖
漁
業
に
最
適
。
特
に
ホ
タ
テ
養

殖
が
盛
ん
で
村
の
重
要
な
産
業
の

ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
三
年
度
よ
り
村
の
人
口

増
加
・
定
住
を
目
的
に
、
宅
地
分

譲
地
の
販
売
を
し
て
お
り
、
人
口

の
減
少
に
は
ど
め
を
か
け
て
い
ま

す
。
更
に
は
、
平
成
二
十
二
年
度

よ
り
、
新
た
に
村
営
住
宅
の
建
設

を
し
、
過
疎
脱
却
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
等
の
対
策
と
し
て

は
、
妊
婦
検
診
の
さ
ら
な
る
充
実
、

が
ん
検
診
の
完
全
無
料
化
、
六
十

五
歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
助
成
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
、
〇
歳

か
ら
十
五
歳
ま
で
の
医
療
費
の
無

料
化
、
障
害
者
の
養
護
と
自
立
で

き
る
よ
う
な
支
援
事
業
な
ど
、
子

ど
も
や
お
年
寄
り
や
障
害
者
が
、

住
み
た
く
な
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

蓬
田
村
は
北
緯
四
十
一
度
、
東

経
百
四
十
度
四
十
分
に
位
置
し
、

総
面
積
の
約
八
十
%
が
山
林
で
す
。

　

現
在
の
耕
地
面
積
比
率
は
十
五

%
、
平
地
に
は
村
人
が
長
い
年
月

を
か
け
て
つ
く
り
あ
げ
た
美
田
が

事　

績　

の　

概　

要

優良町優良町村村
東津軽郡　 蓬田 

よ も ぎ た

 村 
むら

　人口　３,３００人

　面積　８０.６３ｋｍ２

　産業別就業人口構成比

　１次　３２.６％　２次　２３.９％

　３次　４３.５％

東
北
町
＝
阿
部
雅
彦
、
沼
村
輝
彦
、

向
井
光
夫
、
天
間
一
、
和
田
真
紀

子大
間
町
＝
番
匠
一
雄
、
田
中
一
義

東
通
村
＝
中
野
成
子

三
戸
町
＝
宇
藤
光
子
、
堀
内
恵
子
、

上
明
戸
一
人

五
戸
町
＝
山
下
智
鶴
子

田
子
町
＝
酒
井
千
鶴
子
、
境
澤
久

美
子
、
関
口
政
子
、
荒
木
田
和
栄

南
部
町
＝
黒
坂
正
子
、
東
野
成
人
、

坂
本
康
浩
、
柳
久
保
正
弘
、
川
村

一
城
、
木
村
ひ
な
子
、
田
中
洋
子
、

増
田
く
み
子

階
上
町
＝
嶌
守
利
明
、
日
影
百
合

子
、
西
山
圭
一
、
濱
浦 
孝
子

新
郷
村
＝
本
間
由
美
子
、
村
下
光

江
、
沢
口
く
み
子
、
佐
藤
泰
司
、

工
藤
勝
志

中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
＝
中
野

州
子
、
石
田
清
子
、
相
坂
映
子
、

小
倉
文
子
、
柴
山
絹
江

公
立
金
木
病
院
組
合
＝
白
川
由
美

子
、
本
荘
由
加
里
、
古
川
千
鶴
子

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
＝
今
野

純
子
、
田
荷
美
紀
子
、
織
笠
尚
美
、

齋
藤
千
穂
子
、
田
中
結
子
、
柏
崎

高
雄
、
小
川
史
代
子
、
高
橋
俊
一

西
海
岸
衛
生
処
理
組
合
＝
浜
谷
久

美鰺
ヶ
沢
地
区
消
防
事
務
組
合
＝
中

村
敏
範

一
般
職
の
職
員（

在
職
二
十
五
年
以
上
）

平
内
町
＝
田
中
正
美
、
松
山
秀
子
、

坂
牛
省
二
、
木
村
秀
、
工
藤
み
ど

り
、
江
戸
恵
美
子
、
平
泉
ふ
み
子
、

田
中
美
記
江

今
別
町
＝
島
中
一
、
平
山
治
門
、

佐
渡
慶
剛

外
ヶ
浜
町
＝
越
田
祐
悦
、
伊
藤
勝

幸鰺
ヶ
沢
町
＝
平
田
達
也
、
齊
藤
豊

実
、
栗
林
輝
生
、
開
米
恵
子

深
浦
町
＝
神
馬
昭
仁
、
堀
内
博
志
、

薮
崎
修
子

西
目
屋
村
＝
折
戸
孔
子
、
工
藤
茂

雄
、
三
上
博
文

大
鰐
町
＝
畑
山
宏
、
原
子
信
悦
、

須
藤
尚
人
、
小
川
行
造
、
岩
﨑
光

鶴
田
町
＝
松
山
照
子

中
泊
町
＝
斎
藤
明
、
藤
田
康
久
、

柏
崎
裕
司

野
辺
地
町
＝
川
代
弘

七
戸
町
＝
米
田
春
彦
、
渡
部
喜
代

志横
浜
町
＝
鳥
山
真
、
杉
山
和
彦

　

村
の
南
は
、
青
森
市
。
国
道
、

J
R
線
が
村
を
南
北
に
貫
き
、
国

道
二
八
〇
号
線
バ
イ
パ
ス
も
平
成

二
十
二
年
十
一
月
に
全
線
開
通
し

ま
し
た
。
そ
し
て
同
年
十
二
月
に

は
、
東
北
新
幹
線
も
全
線
開
業
し
、

新
青
森
駅
ま
で
は
、
車
で
二
十
分

ほ
ど
で
着
き
ま
す
。
こ
れ
を
契
機

に
村
の
発
展
の
た
め
、
新
幹
線
効

果
を
最
大
限
に
利
用
し
な
が
ら
、

村
特
産
物
の
ピ
ー
ア
ー
ル
や
地
場

産
業
の
振
興
、
地
域
の
活
性
化
を

図
り
な
が
ら
、
村
づ
く
り
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

村
は
未
来
へ
向
か
っ
て
確
実
に

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

▲中世津軽の歴史を物語るロマン漂う「蓬田城跡」

青
森
県
町
村
会
表
彰

自
治
功
労
者（
敬
称
略
）　

▲松風の聞こえる静かな憩いの場「玉松台」
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本
会
は
二
月
七
日
（
月
）
東
京

都
内
で
、
二
十
二
年
度
特
別
交
付

税
に
係
る
総
務
省
へ
の
説
明
を
実

施
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
冬
の
豪
雪
に
よ
り

町
村
の
除
排
雪
作
業
に
係
る
費
用

が
増
大
し
て
い
る
こ
と
や
、
昨
年

夏
期
の
異
常
高
水
温
に
よ
り
陸
奥

湾
内
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
に
大
規
模
な

へ
い
死
が
発
生
し
、
母
貝
確
保
な

ど
の
再
生
産
対
策
や
漁
業
者
へ
の

共
済
・
金
融
対
策
に
要
す
る
経
費

が
町
村
の
新
た
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
特
別
交
付
税

に
よ
る
国
の
財
政
支
援
を
求
め
実

施
し
た
も
の
。

　

説
明
に
は
、
本
会
の
逢
坂
会
長

ほ
か
、
三
村
県
知
事
及
び
大
川
平

川
市
長
が
参
加
し
、
総
務
省
の
岡

本
総
務
事
務
次
官
、
椎
川
自
治
財

政
局
長
、
平
嶋
大
臣
官
房
審
議
官

（
財
政
制
度
・
財
務
担
当
）
に
面
談

の
う
え
、
特
別
交
付
税
の
配
分
を

強
く
求
め
た
。

豪
雪
及
び
ホ
タ
テ
ガ
イ
高
水
温
被
害
を
訴
え

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
交
付
税
の
配
分
を
求
め
る

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
市
町

村
農
業
農
村
振
興
対
策
協
議
会
、

県
市
町
村
林
野
振
興
対
策
協
議
会
、

全
国
山
村
過
疎
地
域
振
興
連
盟
県

支
部
は
、
二
月
二
十
八
日
、
青
森

市
の
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
、

三
団
体
共
催
に
よ
る
農
山
漁
村
活

性
化
研
修
会
を
開
催
し
た
。
研
修

会
に
は
、
町
村
長
ほ
か
県
市
町
村

の
担
当
者
等
約
四
十
名
が
出
席
し

た
。

　

本
研
修
会
は
、
地
域
の
価
値
あ

る
自
然
や
文
化
を
継
承
し
な
が
ら
、

農
山
漁
村
の
自
立
・
再
生
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
に
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
二

回
目
。

　

研
修
で
は
、
民
俗
研
究
家
の
結

城
登
美
雄
氏
が
「
希
望
の
地
と
し

て
の
限
界
集
落
」
と
題
し
講
演
し

た
。
結
城
氏
は
、
過
疎
地
集
落
で

発
生
し
て
い
る
耕
作
放
棄
地
や
森

林
の
荒
廃
等
の
現
状
を
踏
ま
え
、

新
潟
県
上
越
市
中
ノ
俣
集
落
を
紹

介
。
人
口
九
十
人
、
五
十
四
世
帯
、

平
均
年
齢
七
十
歳
超
の
小
さ
な
村

が
、
可
能
性
の
場
所
、
希
望
の
村

に
生
ま
れ
変
わ
る
ま
で
の
若
者
た

ち
と
の
実
践
的
な
試
み
を
紹
介
し

た
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り
に
は
同

じ
願
い
と
悩
み
を
持
つ
個
人
と
家

族
が
協
力
し
て
皆
の
力
で
実
現
解

決
に
あ
た
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

限
界
集
落
を
負
の
遺
産
と
捉
え
ず
、

次
代
を
生
き
る
若
者
た
ち
の
新
し

い
暮
ら
し
の
器
と
し
て
捉
え
直
し

た
時
に
、
そ
の
可
能
性
が
開
け
て

く
る
こ
と
や
、
世
界
的
な
食
糧
危

機
が
叫
ば
れ
る
中
、
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
の
品
目
別
食
料
自
給
率
の

バ
ラ
ン
ス
が
非
常
に
良
い
青
森
県

が
、
日
本
を
支
え
る
食
の
大
切
さ

を
全
国
に
発
信
し
て
欲
し
い
な
ど

と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
地
域
が
支

え
る
農
業
と
し
て
鳴
子
の
米
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
実
践
し
て
い
る
Ｃ
・

Ｓ
・
Ａ
の
事
例
を
紹
介
し
た
。

▲希望の地としての限界集落と題し結城氏が講演

農
山
漁
村
の

　
　

自
立
・
再
生
を

農
山
漁
村
の

　
　

自
立
・
再
生
を

農
山
漁
村
活
性
化
研
修
会

お　知　ら　せ
「東北新幹線全線開業効果活用事業への助成」について
　昨年１２月、東北新幹線が全線開業したことを契機として、各町村は
その効果を最大限に活かすため様々な事業を実施されており、本会で
は２２年度において町村が観光客等の増大を図るため、自然、歴史、文
化、物産等町村の多彩な魅力を県内外に発信するための事業に係る経
費への助成事業を実施いたしました。
　同事業は、２３年度においても引き続き行いますので、下記ご参照の
うえ、本会助成事業の積極的なご活用をお願いいたします。

○主な助成内容
　１　助成対象事業・助成金額
　　　（１）県外実施：１年につき５０万円を限度に実費助成
　　　（２）県内実施：１年につき３０万円を限度に実費助成
　２　助成対象経費
　謝金、旅費、印刷製本費・複写費、賃借料、通信運搬費、共同
事業に関する負担金、その他事業を行う上で本会会長が必要と認
める経費

○申請期限
　平成２３年５月３１日（火）までに、別に定める事業計画申請書を本
会へ提出願います。

○その他
　詳細は、本会業務課（電話：０１７－７２３-１３３１）までお問い合わせ願
います。

　

電
算
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
に

関
す
る
検
討
会
（
座
長
・
太
田
平

内
総
務
課
長
、
事
務
局
・
本
会
）

で
は
、
こ
の
た
び
検
討
会
で
の
こ

れ
ま
で
の
調
査
、
研
究
の
概
要
を

取
り
ま
と
め
た
報
告
書
を
作
成
し

た
。

　

同
検
討
会
は
、
本
会
正
副
会
長

所
属
町
村
及
び
郡
町
村
会
の
担
当

課
長
及
び
担
当
者
で
構
成
さ
れ
、

昨
年
八
月
の
設
置
以
来
、
事
例
調

査
研
修
、
事
業
者
説
明
会
な
ど
計

四
回
の
検
討
会
の
開
催
の
ほ
か
、

県
内
町
村
に
お
け
る
電
算
業
務
の

実
態
調
査
な
ど
、
調
査
研
究
を
進

め
て
き
た
。

　

報
告
書
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
検

討
会
が
実
施
し
た
取
り
組
み
の
概

要
を
は
じ
め
、
本
県
に
お
け
る
共

同
利
用
を
具
体
的
に
検
討
す
る
場

合
の
課
題
等
を
整
理
し
た
。
ま
た
、

ま
と
め
に
は
、
同
検
討
会
を
通
し

て
各
町
村
の
課
題
や
そ
の
対
応
に

お
け
る
考
え
方
等
の
共
通
認
識
が

図
ら
れ
た
と
と
も
に
、
今
後
、
継

続
し
た
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る

と
い
っ
た
構
成
員
か
ら
の
意
見
等

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る

　
　

電
算
シ
ス
テ
ム
検
討
会
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▲広報コンクール審査会の様子

　

上
位
入
賞
作
品
は
、
日
本
広
報

協
会
主
催
の
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
に
県
代
表
と
し
て
推
薦
し
、
四

月
に
総
合
審
査
が
行
わ
れ
、
入
選

作
品
が
決
定
さ
れ
る
。

　

な
お
、
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
部
門
に
は
本
県

か
ら
三
点
を
応
募
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
左
記
の
と
お
り
。

て
い
る
も
の
で
、
県
内
市
町
村
か

ら
広
報
紙
十
七
点
、
写
真
二
十
九

点
、
映
像
二
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

六
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
広
報
紙
総
合
の

部
で
お
い
ら
せ
町
の
「
広
報
お
い

ら
せ
」（　

年　

月
号
）
が
特
選
に
、

２２

１２

三
沢
市
の
「
広
報
み
さ
わ
」（　

年
２２

　

月
号
）
が
準
特
選
と
な
っ
た
。

１１

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
広
報

広
聴
協
議
会
は
、
二
月
二
日
、
青

森
市
の
県
共
同
ビ
ル
で
平
成
二
十

三
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会

を
開
催
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
市
町
村
の
広

報
活
動
の
向
上
を
目
的
に
開
催
し

広
報
紙
総
合
の
部

　
「
広
報
お
い
ら
せ
」
が
特
選

　

年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

23

特　

選　

お
い
ら
せ
町「
広
報
お
い
ら
せ
」

準
特
選　

三
沢
市
「
広
報
み
さ
わ
」

平成２３年青森県広報コンクール審査結果
広報紙部門（総合の部）　

特　選　おいらせ町　「広報おいらせ」
１２月号※

準特選　三　沢　市　「広報みさわ」　
１１月号※

広報紙部門（市部）
入　選　青　森　市　「広報あおもり」

１１月１５日号
佳　作　弘　前　市　「広報ひろさき」

１１月１５日号
奨励賞　八　戸　市　「広報はちのへ」３月号
奨励賞　十　和　田　市　「広報とわだ」　１１月号

広報紙部門（町村部）
入　選　外　ヶ　浜　町　「広報そとがはま」

１２月号
佳　作　六　ヶ　所　村　「広報ろっかしょ」

８月号
奨励賞　中　泊　町　「広報なかどまり」

９月号
奨励賞　東　北　町　「広報とうほく」１０月号

写真部門（一枚写真の部）
入　選　六　ヶ　所　村　「広報ろっかしょ」

８月号※
佳　作　十　和　田　市　「広報とわだ」１０月号
奨励賞　平　川　市　「広報ひらかわ」５月号
奨励賞　中　泊　町　「広報なかどまり」

９月号
奨励賞　おいらせ町　「広報おいらせ」１１月号

写真部門（組み写真の部）
入　選　弘　前　市　「広報ひろさき」

９月１日号※
佳　作　十　和　田　市　「広報とわだ」　１０月号
奨励賞　八　戸　市　「広報はちのへ」１０月号
奨励賞　おいらせ町　「広報おいらせ」３月号
奨励賞　六　ヶ　所　村　「広報ろっかしょ」

４月号
奨励賞　五　戸　町　「広報五戸」　　９月号

映像部門
入　選　外　ヶ　浜　町　
　　　　「グリんちゃんの

グリーンハート外ヶ浜探検」※
佳　作　八　戸　市

「地域医療の充実を目指して」　　　

東奥日報社
　編集局次長兼整理部長 縁縁縁縁縁縁 　佐　藤　秀　樹
デーリー東北新聞社
　青森支社長　 縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁 中　村　悟　志
陸奥新報社
　青森支社長　 縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁 渋　谷　　　浩
青森放送
　報道制作局次長兼報道制作部長　 縁縁 山　本　恒　太
青森テレビ
　報道制作局次長兼報道部長 縁縁縁縁 　菊　谷　浩　志
青森朝日放送
　報道制作局局長　 縁縁縁縁縁縁縁縁 山　本　修　嗣

審査委員

※印は、日本広報協会主催の全国広報コンクールへの推薦作品
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年
度
実
施
状
祝

２２

　

町
村
等
職
員
（
一
部
事
務
組
合

等
含
む
）
の
任
用
事
務
の
公
平
・

効
率
化
を
図
る
た
め
、
本
会
が
町

村
等
の
要
請
に
基
づ
き
実
施
す
る

町
村
職
員
採
用
試
験
の
二
十
二
年

度
実
施
状
況
は
下
表
の
と
お
り
。

　

実
施
日
は
、
日
本
人
事
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
が
定
め
た
七
月
二
十

五
日
（
日
）、
九
月
十
九
日
（
日
）

の
二
回
の
全
国
統
一
試
験
と
、
そ

の
他
の
期
日
に
実
施
し
た
個
別
試

験
。

　

実
施
団
体
は
、二
十
九
団
体（
二

十
六
町
村
・
三
事
務
組
合
）、
総
受

験
申
込
者
数
は
七
百
九
十
三
人
と

な
り
、
昨
年
度
に
比
べ
七
団
体
、

百
八
人
の
増
と
な
っ
た
。

　

年
度
実
施
申
込
み
受
付
中

２３
　

二
十
三
年
度
に
町
村
職
員
採
用

試
験
の
実
施
を
申
込
み
す
る
団
体

は
、
本
会
指
定
の
期
日
ま
で
に
、

所
定
の
様
式
に
て
本
会
へ
お
知
ら

せ
願
い
ま
す
。
実
施
申
込
み
や
試

験
実
施
科
目
な
ど
、
ご
不
明
な
点

は
本
会
業
務
課
〔
０
１
７
（
７
２

３
）
１
３
３
１
〕
に
お
問
い
合
わ

せ
願
い
ま
す
。

［
平
成　

年
度
町
村
職
員

２３
採
用
統
一
試
験
の
概
要
］

○
試
験
期
日
・
職
種

・
第
一
回
（
上
級
試
験
）

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
四
日
（
日
）

・
第
二
回
（
中
・
初
級
試
験
）

平
成
二
十
三
年
九
月
十
八
日
（
日
）

○
場
所

　

第
一
、
二
回
と
も
青
森
市
内

○
実
施
申
込
方
法

　

各
団
体
に
既
に
ご
案
内
し
て
い

る
「
平
成
二
十
三
年
度
町
村
職
員

採
用
試
験
実
施
申
込
書
」
を
、

四
月
二
十
八
日
（
木
）
ま
で
に
本

会
へ
送
付
願
い
ま
す
。

○
そ
の
他
留
意
事
項
等

・
受
験
者
数
の
報
告

　

第
一
回
（
上
級
試
験
）
は
六
月

十
七
日
（
金
）、
第
二
回
（
中
・
初

級
試
験
）
は
八
月
十
二
日
（
金
）

ま
で
に
、
受
験
者
名
簿
を
本
会
へ

提
出
願
い
ま
す
。

町
村
職
員
採
用
試
験

　

年
度
実
施
状
況
と　

年
度
実
施
に
つ
い
て

22

23

・
公
募
方
法

　

受
験
者
公
募
の
手
続
き
は
各
団

体
が
行
う
こ
と
と
し
、
名
簿
提
出

期
日
に
間
に
合
う
よ
う
公
募
を
お

願
い
し
ま
す
。
受
験
票
は
各
団
体

が
作
成
し
、
試
験
当
日
に
受
験
者

が
必
ず
持
参
す
る
よ
う
周
知
徹
底

を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
試
験
当
日
の
実
施
運
営

　

例
年
通
り
、
試
験
実
施
団
体
担

当
者
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
対
応

い
た
し
ま
す
。

・
担
当
者
事
前
説
明
会

　

試
験
係
員
と
な
る
試
験
実
施
団

体
担
当
者
を
対
象
と
し
た
事
前
説

明
会
を
七
月
上
旬
に
予
定
し
て
い

ま
す
。
試
験
実
施
申
込
み
の
あ
っ

た
団
体
に
後
日
ご
案
内
し
ま
す
。

・
経
費
負
担

　

試
験
問
題
の
作
成
及
び
採
点
に

係
る
経
費
は
、
団
体
申
込
み
の
科

目
料
金
を
申
込
人
数
に
応
じ
て
負

担
い
た
だ
き
ま
す
。

・
個
別
試
験

　

統
一
試
験
日
以
外
の
期
日
の
個

別
試
験
の
実
施
は
、
本
会
は
問
題

用
紙
等
の
提
供
・
採
点
の
み
行
い

ま
す
。
実
施
団
体
は
、
試
験
日
の

一
ヵ
月
前
ま
で
に
本
会
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

平成２２年度町村職員採用試験受験申込者数

合計
初　　級中　　級上　　級職　種

団体名 消防一般看護師栄養士保健師社会福祉保育士一般保健師土木行政

61214－－－－－－－－36平 内 町1

95－－－－－－－－－4今 別 町2

27－27－－－－－－－－－外 ヶ 浜 町3

15－15－－－－－－－－－蓬 田 村4

19－19－－－－－－－－－深 浦 町5

75－－－－－－－－－－75藤 崎 町6

47－47－－－－－－－－－田 舎 館 村7

3975－－－－－－－－27板 柳 町8

23－2－－－－－3－－18鶴 田 町9

15－－－－－－－－－－15中 泊 町10

43－43－－－－－－－－－野 辺 地 町11

45－45－－－－－－－－－七 戸 町12

213－－－－－－－－－18六 戸 町13

14311－－－－－－－－－横 浜 町14

58－26－－－3－－－－29東 北 町15

77－9－－－－－8－－60お い ら せ 町16

144－－－－－－－－－10六 ヶ 所 村17

21－10－33－－－－－5大 間 町18

15－－－－－－－－－－15東 通 村19

10－10－－－－－－－－－佐 井 村20

21－92－－－－－－－10三 戸 町２１

31－－－－－－－－－328五 戸 町２２

15－－－－－－－－－－15田 子 町２３

33－11－－－－8－－－14南 部 町２４

14－－－－－－－－437階 上 町２５

2－－－－－－－1－－1新 郷 村２６

4－－－－－－－－－－4三戸地区環境整備事務組合２７

1313－－－－－－－－－－鯵ヶ沢地区消防事務組合２８

12－12－－－－－－－－－津軽広域水道企業団２９

79356305233381246391合　　　　　　　計

（単位：人）



１１ 　あおもり 　

副町村長任期満了
年　月　日

当選
回数生年月日町　　村　　長区　分

町村
蝦 名 昭 彦２３．１１．１４４S１６．９．１８逢 坂 雄 一平 内 町

東
郡

阿 部 義 治２５．１０．１２３S　６．　２．１８小 鹿 正 義今 別 町
２５．　４．２３２S１３．３．　２森 内　 勇外 ヶ 浜 町
２５．１１．　８４S２２．６．　２古 川 正 隆蓬 田 村

長 内　 仁２５．１２．２６１S１６．４．１５東 條 昭 彦鰺 ヶ 沢 町西 
郡 本 田 満 生２４．１２．２０１S２８．９．９吉 田　 満深 浦 町

２６．　２．２５２S４２．２．２４関　 和 典西 目 屋 村中郡
浅 利　 一２５．　４．２３３S３５．７．２１小 田 桐　 智　 高藤 崎 町

南
郡 ２６．７．２１１S２７．３．１１山 田 年 伸大 鰐 町

２４．１１．１７２S１２．２．１０鈴 木 孝 雄田 舎 館 村
福 田 幸 盛２３．　４．２９３S１８．３．４舘 岡 一 郎板 柳 町

北
郡 山 本 一 郎２６．　８．２０１０S　４．１１．７中 野 司鶴 田 町

２５．　４．２３４S１７．７．２９小 野 俊 逸中 泊 町
金 澤 年 男２３．１０．２６２S１７．１１．３０亀 田 道 隆野 辺 地 町

上
北
郡

大 平　 均２５．　４．２３２S２４．１．２小 又　 勉七 戸 町
２４．　１．２７５S２５．３．２８吉 田　 豊六 戸 町

新 渡 喜 広２４．１２．１１２S２６．１．３１野 坂　 充横 浜 町
蛯 名 鉱 治２５．　４．２３１S１９．７．２斗 賀 壽 一東 北 町
西 館 芳 信２６．　３．２５１S２６．　２．４成 田　 隆お い ら せ 町
戸 田　 衛２６．７．６３S　９．　５．２８古 川 健 治六 ヶ 所 村
菊 池 武 利２５．　１．１８２S２５．３．　９金 澤 満 春大 間 町

下
北
郡

吉 澤 俊 弘２５．　４．１２４S１７．１．　７越 善 靖 夫東 通 村
風 間 浦 村

２５．　４．２１３S２６．１１．２５太 田 健 一佐 井 村
藤 田 昭 仁２４．１２．１５１S２５．１１．２８竹 原 義 人三 戸 町

三
戸
郡

鳥 谷 部　 禮 三 郎２３．　６．２６３S２９．１．　１三 浦 正 名五 戸 町
２５．　７．９２S１８．１０．２４松 橋 良 則田 子 町

坂 本 勝 二２６．　２．１１４S３０．５．２２工 藤 祐 直南 部 町
久 保 和 子２５．１２．２３２S３１．８．２３浜 谷 豊 美階 上 町
田 島 正 美２５．　５．２８２S１５．３．２９須 藤 良 美新 郷 村

青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成２３年４月１日現在　
町村数３０町村（２２町８村）

場　所日　時会議等の名称

町村会役員室６月上旬町村会　正副会長会議
町村会　正副会長・理事・監事・顧問合同会議

県共同ビル「大会議室」６月１７日（金）１４時町村会　臨時総会
町村会「会議室」６月１７日（金）１４時３０分市町村総合事務組合　議会臨時会
青森市内６月１７日（金）１４時５０分町村会　政務調査委員会
青森市内６月または７月予定県選出国会議員に対する重点施策説明
東京都内６月または７月予定平成２４年度政府予算編成及び施策に関する要望運動
町村会役員室７月中旬予定町村会　監査会
町村会役員室８月上旬予定町村会　理事会

野辺地町
　まかど温泉富士屋ホテル
青森市・総合健診センター

８月２３日（火）～２５日（木）
１日目　定期総会　１５時
２日目　健康管理研修
３日目　半日ドック

町村長健康管理研修

町村会役員室１０月予定町村会　理事会
未定未定町村長行政調査研修
町村会役員室１１月予定法令外負担金等委員会
東京都・ホテルニューオータニ１１月２９日（火）１７時県選出国会議員との懇談会
東京都・ＮＨＫホール１１月３０日（水）正午全国町村長大会
東京都・ホテルニューオータニ１１月３０日（水）１５時北東北三県町村長中央研修会（秋田県・岩手県町村会との合同開催）
東京都・ホテルニューオータニ１１月３０日（水）１７時北東北三県町村長中央交流会（秋田県・岩手県町村会との合同開催）

平成２３年度町村会関係主な行事予定



１２　あおもり 　

財
源
確
保
に
つ
い
て

各
種
対
策
に
よ
る
効
果

　

具
体
的
な
事
業
の
詳
細
は
、
次

頁
の
と
お
り
で
す
。

　

総
合
的
な
子
育
て
支
援
対
策
に

係
る
財
源
は
、
行
財
政
改
革
に
よ

る
削
減
効
果
を
村
民
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
転
換
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

保
育
所
や
給
食
セ
ン
タ
ー
民
営
化

な
ど
に
よ
り
、
削
減
で
き
た
部
分

身
と
も
に
健
康
で
、
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
、
積
極
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

西
目
屋
村
で
は
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
二

十
年
四
月
に
「
西
目
屋
村
少
子
化

対
策
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、
ま

た
二
十
二
年
十
一
月
に
は
、
名
称

を
「
西
目
屋
村
子
育
て
支
援
対
策

本
部
」
に
変
更
し
、
複
雑
化
す
る

社
会
の
中
で
村
民
の
多
様
な
子
育

て
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

子
育
て
に
優
し
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
に
重
点
を
置
き
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
育
児
支
援
者
も
心

　
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

総
合
的
な
子
育
て
支
援
対
策
を
実
施

　

年
度
よ
り
さ
ら
に
拡
充

23

　

西
目
屋
村
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
、「
西
目
屋
村
子
育
て
支
援
対
策
本
部
」
を
設
置

し
、
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
、
3
歳
児
以
上
保
育
料

無
料
化
、妊
産
婦
健
診
の
無
料
化
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま

ち
づくりへ

の

中津軽郡

 西 
にし

 目  屋 
め や

 村 
むら

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
に
は
、
合
計
特

殊
出
生
率
１
・
８
５
（
全
国
１
・

３
７
、
青
森
県
１
・
２
６
）
を
記

録
し
、
就
学
前
の
乳
幼
児
数
は
平

成
十
九
年
を
最
低
値
と
し
、
そ
の

後
、
乳
幼
児
数
は
増
加
傾
向
と
な

り
少
子
化
対
策
に
一
定
の
成
果
を

示
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
村
で
は
さ
ら
に

取
組
み
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、
二

十
三
年
四
月
よ
り
、
次
の
施
策
を

実
施
し
ま
す
。

①
児
童
福
祉
施
設
利
用
者
負
担
全

額
助
成

具
体
的
な
支
援
策
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
関
す
る
方
針

　

年
４
月
よ
り

２３

施
策
を
拡
充
・
発
展



１３ 　あおもり 　

西目屋村の総合的な子育て支援対策

●定住促進住宅

世帯数（世帯）こどもの数（人）
１４１５Ｈ１９．４月
２２３０Ｈ２１．４月
２２３２Ｈ２２．４月

整備：平成１７年　６戸、平成１９年　８戸、平成２１年　８戸
子ども数の推移：

先駆的施行・開始年度支援策
東北初・Ｈ２０～（中学校３年生まで）Ｈ２３～①こども医療費無料（１８歳まで）※入院費・食事代も含む
県内初・Ｈ２１～②3歳児以上の保育料無料

③たしろ保育園の入園児の無料送迎
全国初・Ｈ２１～④妊婦健診無料化（項目・上限なし）※医師が妊婦にとって必要と判断する各種検査が無料
全国初・Ｈ２１～⑤産婦健診無料化（項目・上限なし）
県内初（個別）・東北初（集団）・Ｈ２２．６月～⑥子宮頸がんワクチン接種事業完全無料※Ｈ２３．１月分より国補助金を利用し継続実施
Ｈ１２～　Ｈ１８～無料化⑦チャイルドシート無料貸し出し
Ｈ２１～（全村民無料）
Ｈ２２～（一部完全無料）

⑧インフルエンザ予防接種費用無料※中学生以下、７５歳以上、非課税世帯は接種無料、その
他は自己負担１,０００円

Ｈ２３～（新規）⑨児童福祉施設利用者負担全額助成（０歳～満２０歳未満まで）

●村民の負担ゼロ（完全無料化）事業（９件）

先駆的施行・開始年度支援策
Ｓ５７～、Ｈ２１増額①高校生奨学補助金（１人付　年額１０万円/年）
Ｈ１２～②大学生・高校生奨学育英資金（高校１８万円/年　大学等３６万円/年）
Ｈ１２～
Ｈ２３～

③子宝育英奨励金『第２子出産祝金１５万円　小学校入学１０万円』『第３子出産祝金２０万円　
小学校入学１５万円』『第４子出産祝金２０万円　小学校入学１７万円』『第５子出産祝金３０万円
小学校入学２０万円』

県内初・Ｈ２２．６月～④ヒブワクチン予防接種補助金支援事業（１回分）Ｈ２３．２月分より国補助金を利用し実施回
数全て無料として継続実施
⑤母子健康手帳カバー及び出産祝い（食器セット）プレゼント

●支援・補助事業（５件）

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
事
故
が
多
い
こ

と
も
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
支
援
と
し

て
、
万
が
一
怪
我
を
し
た
場
合
も

し
っ
か
り
と
行
政
で
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

③
子
宝
育
成
奨
励
金
の
拡
充

（
第
３
子
か
ら
第
２
子
へ
拡
大
）

目
的　

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
に

は
多
額
の
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

第
三
子
か
ら
第
二
子
へ
の
拡
大
は
、

子
ど
も
が
一
人
し
か
い
な
い
夫
婦

が
、「
子
ど
も
ひ
と
り
を
育
て
る
だ

け
で
も
お
金
が
厳
し
く
、
な
か
な

か
第
二
子
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
」
と
の
声
に
よ
り
、「
よ
し
、

二
人
目
を
考
え
よ
う
」
と
い
う
気

持
ち
を
行
政
が
引
き
出
せ
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

　

こ
の
拡
充
に
よ
り
、
二
十
三
年

度
に
該
当
す
る
第
二
子
は
、
出
産

祝
金
一
名
、
小
学
校
入
学
三
名
と

な
り
ま
す
。

　

村
で
は
子
育
て
支
援
対
策
を
重

点
政
策
と
し
て
、
引
き
続
き
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
西
目
屋
村
の
子
育
て
支
援
対
策

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
西

目
屋
村
役
場
住
民
課
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。【
０
１
７
２
（
８
５
）
２

１
１
１
】　

（
０
歳
～
満　

歳
未
満
ま
で
）

２０

※
利
用
者
負
担
内
容
：
施
設
利
用

料
、
食
費

目
的　

児
童
福
祉
施
設
等
を
利
用

す
る
児
童
が
健
や
か
に
育
ち
、
家

族
が
子
育
て
に
喜
び
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
、
児

童
及
び
家
族
の
福
祉
増
進
を
図
り

ま
す
。

②
こ
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
拡
充

（　

歳
ま
で
拡
大
）

１８

目
的　

こ
れ
ま
で
も
中
学
校
三
年

生
ま
で
、
医
療
費
、
入
院
費
（
食

事
含
む
）
は
無
料
と
し
て
き
た
が
、

　

歳
ま
で
拡
大
し
、
さ
ら
に
安
心

１８し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
し
ま

す
。
一
般
的
に
、
高
校
生
は
体
力

が
あ
り
、
風
邪
な
ど
の
一
般
的
な

疾
患
に
罹
る
こ
と
は
少
な
い
が
、

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵
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町 村 ト ピ ッ ク ス

の
へ
じ
春
ま
つ
り

『
ホ
タ
テ
駅
伝
大
会
』
参
加
者
募
集

創
刊　

白
神
学

「
第
43
回
椿
と

サ
ボ
テ
ン
ま
つ
り
」
開
催
！

　「道の駅こどまり」は、冬期間休業
しておりましたが、4月下旬にオープ
ンします。同駅は、国道339号線の海
岸沿い、通称「竜泊ライン」にある
きれいな景色が自慢の駅です。
　ドライブで竜飛岬を目指すお客様、
海の幸が豊富で、町自慢の物産が多
数販売されている道の駅へ、どうぞ
お立ち寄りください。

北津軽郡

な
か
ど
ま
り
ま
ち

中
泊
町

問い合わせ先　道の駅こどまり「ポントマリ」
　　　　　　　TEL 0173-27-9300

道
の
駅
こ
ど
ま
り

４
月
下
旬
オ
ー
プ
ン
！

中津軽郡

に
し
め
や
む
ら

西
目
屋
村

　西目屋村の郷土誌「白神学」が創刊
されました。
　白神学は津軽ダム建設に伴い移転、
水没する砂子瀬・川原地区の記録保存
調査をもとに創刊され、第１巻は定価
1,500円（税込み）、村内観光施設や県
内書店のほか、首都圏の書店でも販売
されています。今後は目屋の古道やマ
タギなどをテーマに第３巻まで刊行さ
れる予定です。詳しくはブナの里白神
公社ホームページをご覧ください。
ＨＰ：http://www.kumagera.net/index.html

問い合わせ先　ブナの里　白神公社
　　　　　　　TEL 0172-81-5050　　

　５月３日（火・祝日）、５月４日（水・祝日）
の２日間にわたり、夜越山森林公園及び夏
泊半島椿山において「第43回椿とサボテン
まつり」が開催されます。
　初日には、県内各地から選手が集う「夜
越山クロスカントリー大会」も行われ、大
自然の夜越山で健脚を競い、心地よい汗を
流せるとあって大変好評を頂いております。
　まつり期間中には、そのほかにも様々な
イベントを企画してお待ちしておりますの
で、桜満開の夜越山森林公園、風光明媚な
景色を望める椿山に是非、ご来場ください。

東津軽郡

ひ
ら
な
い
ま
ち

平
内
町

問い合わせ先　椿とサボテンまつり実行委員会　　
　　　　　　　TEL 017-755-2118
　　　　　　　夜越山クロスカントリー実行委員会事務局
　　　　　　　TEL 017-755-2565

　４月29日（金）、第32回ホタテ駅伝大
会が野辺地愛岩公園で開催されます。
　競技は、一般・高校、中学校（男子）、
女子、小学校、オープンの部で行われ、
監督１人、選手６人、補欠３人のチー
ム編成となります。
　桜が咲き誇るコースでさわやかな汗
を流し、その後、会場内でお花見を楽
しんでみてはいかがでしょうか。
　申込期日は、４月13日（水）正午まで。
参加料については、野辺地観光協会に
お尋ねください。

上北郡

の
へ
じ
ま
ち
野
辺
地
町

問い合わせ先　野辺地町観光協会
　　　　　　　TEL 0175-64-9555　
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

厳
し
い
自
然
と
風
土
か
ら
生
ま
れ
た

本
格
そ
ば
焼
酎　

祈
水
『
ゑ
こ
り
ゃ
』

問い合わせ先　六ヶ所村役場商工観光課
　　　　　　　TEL 0175-72-2111

　５月14日（土）、15日（日）’11 ろっ
かしょたのしむべ！フェスティバル
が大石総合運動公園で開催されます。
　県内では、春一番に打ち上げられ
る花火大会。レーザー光線と音楽と
花火の共演はとても幻想的です。
　特設ステージでは、キャラクター
ショー、お笑い芸人ショーやビンゴ
大会など、子供から大人まで楽しめ
るイベントが盛りだくさんです。上北郡

ろ
っ
か
し
ょ
む
ら

六
ヶ
所
村

‘11 

ろ
っ
か
し
ょ
た
の
し
む
べ
！

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　東通村産のそばと米を原料とし、
１億５千年前のジュラ紀の地層の湧
水で造った本格焼酎です。そば本来
の個性を活かし、口あたりが良く、
繊細かつフルーティーな味わいで、
そばならではの香りが楽しめます。
ロックやストレート、そば湯による
“そば湯割り”や“お湯割り”にも最適
です。
　ぜひ一度ご賞味ください。下北郡

ひ
が
し
ど
お
り
む
ら

東
通
村

問い合わせ先　東通村商工会
　　　　　　　TEL 0175-48-2081

　わかりやすくいえば「すいとん」
ですが、この地方では「ひっつみ」
と呼びます。
　ダシのきいたしょうゆ味の汁に、
うどん粉を練った具を入れて煮た料
理。手で引っ張って伸ばし、食べや
すい大きさにつかんで切るため、こ
の名がついたとか。
　基本は鳥肉のダシですが、季節に
より川がになどもダシ使い、野菜を
たっぷり入れて煮込む青森県南地方
のソウルフードです。

三戸郡

さ
ん
の
へ
ま
ち

三
戸
町

問い合わせ先　三戸町役場　
　　　　　　　TEL  0179-20-1111

人
気
上
昇
中
！
Ｂ
級
グ
ル
メ

「
三
戸
ひ
っ
つ
み
」

三
戸
町

問い合わせ先　古牧温泉青森屋
　　　　　　　TEL 0176-51-2121

　日本経済界の父と呼ばれた渋沢栄
一と、その一族の私邸であった旧渋
沢邸。和洋折衷の貴重な建築物であ
り、様々な歴史の舞台となった旧渋
沢邸をこの春、渋沢コンシェルジュ
と巡ります。明治、大正、昭和の時
代へタイムスリップ、浪漫あふれる
異空間をお愉しみください。
■平成23年４月１日（金）～　①9：00 ～　
②17：00 ～（１回約45分）

■大人1,000円　小人500円（１回15名まで）上北郡

六
戸
町

旧
渋
沢
邸
を
巡
る
「
渋
沢
浪
漫

ツ
ア
ー
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

ろ
く
の
へ
ま
ち
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いつでもご加入いただけますので下記までお問い合わせ願います。
問合せ先　全国町村職員生活協同組合青森県支部
　　　　　青森県町村会総務課〔共済事業〕　TEL０１７（７２３）１３３１

自
動
車
共
済

万
一
の
事
故
に
備
え
を
！

●共済契約できる自動車
●自家用普通・小型乗用自動車
●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車●原動機付自転車

１．あなたの所有する
２．あなたと同一世帯に属する親族（同居の親族）の所有する

町村生協の自動車共済にご加入の方のみ、車両共済（保険）に加入できます
○町村生協の自動車共済で過去３年間無事故で、新たに車両共済（保険）

に加入する場合、新規契約と比較して　
　４０％割引（９等級）からスタート！
○一括払いでご契約の場合は、さらに　５％割引！
○保険料分割払（１２回）も選択可能です。
○ロードサービスも無料でサービス！

●共済掛金と共済金額
共 済 掛 金 額 （ 年 間 ）用途及び車種

区分
共済金額

原動機付自転車
（１２５CC以下）

自動二輪車
（１２５CC超）

自家用軽四輪乗用
貨物車（６６０cc以下）

自家用普通・小型乗用
小型貨物車（６６０cc超）

１２,０００円１７,０００円１９,０００円３０,０００円
対　人　賠　償　 円円円円 無制限
対　物　賠　償　 円円円 １,０００万円
自損事故傷害共済　  １,５００万円
限定搭乗者　 円円円円 ５００万円

Ａ　

型

１４,０００円２０,０００円２１,０００円３３,０００円
対　人　賠　償　 円円円円 無制限
対　物　賠　償　 円円円円 無制限
自損事故傷害共済　  １,５００万円
限定搭乗者　 円円円 １,０００万円

Ｂ　

型

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
※無共済等自動車傷害共済・他者運転特約も自動付帯。　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

青
森
県
町
村
会
等
事
務
分
担

（
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）

２３

課
・
職
名
・
氏
名

総　
　

務　
　

課

　

参　
　
　

事　
　

澤
田　

憲
郎

　
（
総
務
課
長
事
務
取
扱
）　
　

　

総
括
主
幹　
　

原
子
美
香
子

　

主　
　
　

幹　
　

上
原
俊
一
郎

　

主　
　
　

事    　

成
田　

聖
子

　

事　

務　

員　
　

蝦
名　

清
香

　

臨
時
事
務
手　
　

福
眞
由
華
子

　
［
共
済
事
業
］

　

総
括
副
参
事　
　

小
松
田　

真

　

副　

参　

事　
　

澤
田　

博
美

　

臨
時
事
務
手　
　

工
藤　

希
美

　

臨
時
事
務
手　
　

柿
崎
多
佳
子

業　
　

務　
　

課

　

課　
　
　

長　
　

土
岐　

昌
二

　

副　

参　

事　
　

吉
本　

知
己

　

主　
　
　

査　
　

大
坂　
　

謙

　

臨
時
事
務
手　
　

五
十
州
あ
き

主
要
担
当
業
務

（
総
務
関
係
）
人
事
、
規
約
・
諸
規

程
の
改
廃
、
予
算
、
関
係
諸
団
体

等
と
の
連
絡
調
整
、
各
業
務
の
統

合
調
整
、
総
会
そ
の
他
の
諸
会
議
、

総
務
厚
生
委
員
会
、
顧
問
弁
護
士
、

表
彰
、
軽
自
動
車
税
の
移
動
、
文

書
の
収
受
・
発
送
、
各
団
体
の
予

算
経
理
、
現
金
・
有
価
証
券
の
出

納
・
保
管
、
決
算
、
物
品
の
出
納
・

保
管
、
他
の
所
管
に
属
し
な
い
こ

と（
共
済
関
係
）
公
有
建
物
・
自
動
車

共
済
、
職
員
火
災
・
自
動
車
共
済
、

任
意
共
済
保
険
、
団
体
定
期
保
険
、

総
合
賠
償
補
償
保
険
、
個
人
年
金

共
済
、
消
防
設
備
資
金

事
業
計
画
、
町
村
行
財
政
の
調
査
、

政
務
調
査
委
員
会
、
法
令
外
負
担

金
の
規
制
、
要
望
・
請
願
、
町
村

長
等
・
町
村
職
員
の
研
修
会
、
会

報
「
あ
お
も
り
町
村
自
治
」、
町
村

職
員
採
用
試
験
、
町
村
の
振
興

青
森
県
町
村
会

　
　
　
　
　
　

常
務
理
事
兼

　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　
　

山　

口　
　
　

昇
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発
展
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
県

市
町
村
農
業
農
村
振
興
対
策
協
議

会
、
県
市
町
村
林
野
振
興
対
策
協

議
会
、
県
広
報
広
聴
協
議
会
、
全

国
山
村
過
疎
地
域
振
興
連
盟
県
支

部
、
発
電
関
係
市
町
村
全
国
協
議

会
県
支
部

●共済掛金と共済金額
共済掛金（年額）は共済契約１口（１０万円）につき６０円です。
契約額の最高限度は、６００口で、６,０００万円が限度です。

共 済 契 約 の 最 高 限 度

共済掛金共済金額口　数区　　　　分

２４,０００円４,０００万円４００口建物のみの場合

１２,０００円２,０００万円２００口動産のみの場合

３６,０００円６,０００万円６００口建物と動産を併せた場合

●共済契約できる物件
●あなたの所有する居住用建物、または、その建物内にある動産

●あなたと同一世帯に属する親族が所有し、かつ、あなたが現に同居している建物または、その建物内にある動産

安安安安安安安安安安安いいいいいいいいいいい掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛金金金金金金金金金金金ででででででででででで大大大大大大大大大大大きききききききききききななななななななななな補補補補補補補補補補補償償償償償償償償償償償ををををををををををを住
宅
火
災
共
済

確
か
な
安
心
を
！

風水雪害特約制度
風水雪害特約制度は、風水雪害による損害について、火災共済契約に任意に付
加することにより共済金を支払う特約制度です。特約を付加していない場合、
風災、水災又は雪災による損害は、損害額が５０万円以上の場合、損害の程度に
応じ給付され、全損の場合では１００分の１０又は４５０万円のいずれか低い額の給付
ですが、特約に加入することにより、火災共済契約の風水雪害共済金に加算し
て風水雪害特約共済金を損害額の５０％又は火災共済契約額の５０％のいずれか少
ない額を限度に支払います。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計
額が３,０００万円を超える場合、３,０００万円が限度となります。）特約共済掛金は、
一口１０万円につき５０円です。（火災共済契約と同額を特約共済金額とします。）
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災
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補
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事
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自

治
会
館
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管
理
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運
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関
す
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事
務
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市
町
村
税
等
の
滞
納
整
理

に
関
す
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総
務
部
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の
事
務
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町
村
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等
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滞
納
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理
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関
す
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事
務
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務
課
長
事
務
取
扱

・
会
計
管
理
者



１８　あおもり 　

況
と
な
り
、
健
全
化
団
体
に
転
落

す
る
こ
と
が
確
実
と
見
込
ま
れ
た

も
の
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
赤
字
解
消

の
対
策
を
町
民
・
議
会
・
職
員
と

何
度
も
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
理

解
と
協
力
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
思
い
切
っ
た
改
革
が
断
行
で
き

ま
し
た
。

　

幸
い
に
、
平
成
二
十
一
年
度
は

待
望
の
黒
字
と
な
り
、
連
結
収
支

比
率
も
プ
ラ
ス
の
七
・
三
五
％
と

大
き
く
改
善
さ
れ
安
堵
し
た
も
の

で
す
。

　

町
民
の
協
力
な
く
し
て
の
改
革

は
不
可
能
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
辛
い
時
期
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

町
民
の
思
い
を
大
切
に
し
不
退
転

の
決
意
で
行
政
を
進
め
ね
ば
と
考

え
て
い
る
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
十
二
月
四
日
に

は
、
青
森
県
民
の
悲
願
で
あ
り
、

夢
に
ま
で
見
た
東
北
新
幹
線
が
全

線
開
通
と
な
り
、
青
森
市
を
中
心

と
し
て
東
青
地
域
・
下
北
地
域
及

び
津
軽
地
方
一
帯
に
、
計
り
知
れ

ぬ
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
我
が
町
に
は
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
津
軽
線
が
三
厩
ま
で
運
行
し

て
い
ま
す
が
、
町
内
に
は
四
つ
の

駅
が
あ
り
、
更
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
津

軽
海
峡
線
の
「
津
軽
今
別
駅
」
も

あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
末
に
は
、
北

海
道
新
幹
線
が
函
館
ま
で
開
業
し
、

そ
し
て
過
疎
の
小
さ
な
田
舎
町
に

仮
称
「
奥
津
軽
駅
」
が
誕
生
し
ま

す
。

　

こ
ん
な
小
さ
な
町
に
、
新
幹
線

駅
が
設
置
さ
れ
る
と
は
信
じ
難
い

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

に
は
一
寸
し
た
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　

新
幹
線
と
貨
物
車
両
が
青
函
ト

ン
ネ
ル
を
通
過
す
る
た
め
に
、
大

変
重
要
な
こ
と
は
時
間
調
整
で
あ

り
ま
す
。
新
幹
線
は
、
時
速
二
百

四
十
キ
ロ
、
貨
物
列
車
は
約
百
二

十
キ
ロ
、
そ
の
速
度
差
を
調
整
す

る
重
要
な
駅
と
な
り
ま
す
。

　

更
に
、
十
年
後
に
は
札
幌
ま
で

の
延
伸
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
時
に
は
新
幹
線
・
貨
物

列
車
と
も
本
数
が
多
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
の

通
過
は
増
々
困
難
と
な
り
、
そ
の

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長町議会議員、町教育長。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８００００００００００００００００００００歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳現在３期目、８０歳。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 小  鹿 　
こ しか

 正  義 
まさ よし

今別町長

プロフィール

随 想
第９話

北
海
道
新
幹
線
の

開
通
と
今
別
町

「
財
政
危
機
か
ら
の
脱
出
」

　

今
別
町
は
、
津
軽
半
島
の
北
端

に
位
置
し
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
本
州

側
の
入
口
の
町
で
す
。

　

平
内
町
か
ら
龍
飛
岬
ま
で
の
街

道
を
「
ブ
ル
ー
ロ
ー
ド
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
が
、
特
に
津
軽
国
定
公

園
袰
月
海
岸
高
野
崎
か
ら
の
景
観

は
、
右
に
下
北
半
島
、
左
に
龍
飛

岬
、
前
方
の
津
軽
海
峡
に
見
え
る

姿
は
北
海
道
。
夏
の
夕
暮
れ
時
に

見
る
風
景
は
、
ま
さ
に
「
絶
景
」

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
自
然
豊
か
な
故
郷
の
町
長

に
就
任
し
、
三
期
目
と
な
り
ま
す

が
、
平
成
十
九
年
の
新
聞
・
テ
レ

ビ
で
、「
今
別
町
の
財
政
は
破
綻
の

瀬
戸
際
」
と
の
報
道
は
広
く
皆
様

も
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。

　

永
年
に
渡
る
赤
字
も
改
善
の
兆

し
が
見
え
た
と
こ
ろ
に
、
小
泉
内

閣
の
三
位
一
体
改
革
が
進
め
ら
れ

そ
の
結
果
、
連
結
収
支
比
率
は
マ

イ
ナ
ス
十
八
・
八
％
で
最
悪
の
状

解
決
策
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で

検
討
し
て
い
る
「
ト
レ
イ
ン
・
オ

ン
・
ト
レ
イ
ン
」
構
想
が
あ
り
ま

す
。

　

私
達
は
、
仮
称
「
奥
津
軽
駅
」

開
業
と
、近
い
将
来
実
現
す
る「
ト

レ
イ
ン
・
オ
ン
・
ト
レ
イ
ン
」
を

見
据
え
、
特
産
品
の
開
発
な
ど
町

づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

▲仮称「奥津軽駅」設置が予定されている津軽今別駅付近


